
３ 福島の第１２海竜隊宮崎部隊 
 小名浜海竜隊実在の認識 

特攻ボートの聞き取り調査中の１９９９年３月、地元住民か

ら戦後間もない頃､小名浜海岸の波打ち際に赤錆びた小型潜水

艦が､横たわっていたとの複数の証言を得て注目していた。その

後、前記生沢氏からの会誌コピーには、前記藤井氏が「本土決

戦に備え、当地の三崎海岸に嵐部隊第十七突撃隊を設置し、震

洋隊（爆装ボート）と海竜隊（人間魚雷）を配備していた」と

し、同隊元搭乗員土田裕国氏も､小名浜基地海竜隊と騎馬戦をし

て楽しんだ事が記されている。その後海竜隊の情報がないまま、 

暗中模索中の２０００年１１月、前記震洋会々長上田氏より、

第一七突撃隊関連の海軍機密文書の提供があって、小名浜第１

２海竜隊の実在に確信をもったので､小名浜基地海竜隊調査を

新聞に発表したところ､２００１年８月同隊元整備隊員織田良

雄氏（阿見町）と交信が可能となった。さらに２００２年１月

同隊元搭乗員野々宮高成氏（日高市）とも交信が可能となって､

その助言と資料を戴いて小名浜第１２海竜隊調査が大きく進展

した。以下その要約を記す。 
 



 



 



 



 



 



 



 
 




